
市
が
所
有
す
る
財
産
の
う
ち
、
学

校
や
庁
舎
と
い
っ
た「
公
共
施
設
」と

道
路
や
水
道
な
ど
の「
イ
ン
フ
ラ
」を

対
象
と
し
ま
す
。

大
規
模
改
修
の
目
安
と
な
る
、
築

30
年
以
上
の
公
共
施
設
が
、
10
年
後

に
は
全
体
の
約
88
％
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

総
人
口
は
、２
０
１
５
年
時
点
で
、

５
０
６
７
９
人
で
し
た
が
、
２
０
５

５
年
に
は
、
２
２
９
４
８
人
ま
で
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
構
造
に
つ
い
て
も
、
２
・
２

人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
全
体
に
お

け
る
、
今
後
40
年
間
の
更
新
費
用

の
総
額
は
３
０
３
１
億
円(

１
年
当

た
り
７
５
・
８
億
円)

と
な
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
に

投
資
し
た
平
均
実
績
額
は
１
８
・
３

億
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
４
・
１
倍

近
く
の
金
額
が
必
要
と
な
り
、
全
て

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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計
画
期
間
は
、
本
年
度
か
ら
２
０

５
６
年
度
ま
で
の
、
40
年
間
と
し
ま

す
。

「
新
し
い
公
共
施
設
の
か
た
ち
を
未

来
へ
つ
な
げ
よ
う
」

次
世
代
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
な

い
た
め「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」で
は
な

く「
な
く
て
は
な
ら
な
い
」公
共
施
設

へ
、
新
し
い
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

「
チ
ー
ム
ぬ
ま
た
」一
丸
と
な
っ
て
考

え
、
創
り
、
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い

き
ま
す
。

①
施
設
の
長
期
活
用

計
画
的
な
管
理
体
制
を
整
え
て
施

設
の
長
寿
命
化
を
実
践
し
ま
す
。
損

傷
な
ど
の
発
生
に
伴
い
行
う「
事
後

保
全
」か
ら
事
前
に
使
用
不
可
能
な

状
態
を
避
け
る「
予
防
保
全
」へ
転
換

し
て
、
計
画
的
な
施
設
保
全
を
進
め

ま
す
。

②
施
設
の
機
能
や
規
模
の
最
適
化

人
口
動
態
、
変
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
へ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設

整
備
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
施

設
の
機
能
や
規
模
の
適
正
化
に
よ
り
、

市
民
協
働
も
考
慮
し
つ
つ
、
質
の
高

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
ま
す
。

③
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト(

Ｌ
Ｃ

Ｃ)

縮
減
と
更
新
投
資
の
平
準
化

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
ま
す
。予
防
保
全
を
重
視
し
、

大
規
模
な
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
更

新
時
期
を
調
整
し
、
更
新
投
資
の
平

準
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
と
は
、

施
設
の
建
設
に
要
す
る
資
金
か
ら

竣
工
後
の
維
持
・
管
理
、
そ
し
て

更
新
や
廃
止
に
伴
う
撤
去
費
用
に

至
る
ま
で
の
全
段
階
に
わ
た
る
総

コ
ス
ト

公
共
施
設
の
保
有
量(

延
床
面
積)

を
今
後
40
年
間
で
40
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
す
。

加
え
て
、
建
物
の
長
寿
命
化
や
運

営
の
効
率
化
、
民
間
資
金
の
活
用
な

ど
の
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
と

と
も
に
、
利
用
需
要
の
変
化
に
応
じ

た
総
量
の
最
適
化
に
よ
る
、
更
新
投

資
の
平
準
化
や
抑
制
を
目
指
し
ま
す
。

本
計
画
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
な

ど
の
維
持
管
理
の
適
正
化
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3

対
象
施
設

公
共
施
設
の
現
況

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化

公
共
施
設
の
更
新
費
用

公共施設の老朽化は、全国的に大きな課題となっています。

本市においても、建物全体のおよそ５割が建築後30年を迎え、

上下水道や道路、橋りょうなどのインフラの多くも老朽化が

進んでいます。少子高齢化や人口減少の時代を迎え、社会保

障関係費の増加や税収の落ち込みが予想される中、現状のま

ま公共施設を維持していくことはできません。

そこで、本当に必要なサービスを提供するため、公共施設

などの全体を把握するとともに、現状や課題を整理し、総合

的に企画・管理・活用することを目的に、公共施設等総合管

理計画を策定しました。

次世代を担う子どもたちに負担を残さない
｢あったらいいな｣から｢なくてはならない｣公共施設へ

公共施設等総合管理計画を
策定しました

問い合わせ　財政課管財係1内線３２６３

計
画
期
間

基
本
理
念

基
本
方
針

目
標
の
設
定

公共施設の築年別延床面積の割合

公共施設などの更新需要額と現状予算とのギャップ

ライフサイクルコストのイメージ

将来の公共施設のすがた

10年後、築30年
以上の公共施設
がおよそ９割に

4.1倍近くの予算が必要と
なり、全てを維持していく
ことは不可能な状況です

公共施設
1,319億

（33.0億／年）

インフラ
1,712億

（42.8億／年）公共施設
439億(11.0億／年)

資金差額40年総額
＋2,299億(＋57.5億／年)

現状予算40年総額
732億(18.3億／年)

推計40年総額
3,031億(75.8億／年)

インフラ
293億(7.3億／年)

現状予算 将来推計

資
金
差
額

見えているコスト

建設費の

施設費全体に

占める割合は

氷山の一角です

水面下のコスト

建 設 費

運 用 費
光熱水費など

修繕・更新費
解体費

保全費
保守・管理・
清掃など

一般
管理費

現在の公共施設 統廃合・複合化など見直す施設

今後も維持する施設
将来の
公共施設

多機能化
長寿命化など

施設総量の削減

維
持
管
理
費
の
削
減

市では、公共施設の保有量(延床面積)を
今後40年間で40％削減することを目標とします。

将来に負担を残さないためにも、公共施設など
を適正に管理していかないと、いけないんだね！

公共施設等総合管理計画を策定しました

40年後現在

新しい公共施設のかたちを
未来へつなげよう


